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パナソニック電工株式会社
知的財産部

パナソニック電工の知財活動 のご紹介

ＪＩＰＡシンポジウム
「経営環境変化に応じた取組と経営層とのインターリレーション」
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創業以来、黒字を継続 ⇒ 経済情勢の影響
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単位：億円

パナソニック電工の経営推移：売上、営業利益推移

１.経済情勢の変化と知財部門の取り組み：会社の状況、取組
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パナソニック電工の基幹事業

連結販売額(200８年度) 連結販売額(200８年度) 

全社
15,978億円

電 材
(照明・情報機器) 

43%
6,862億円

住設 建材
32.5%

5,200億円

電 器
5.7%

916億円

制御機器
10.6%
1,694億

電子材料
5.8% 929億円

その他
2.4% 377億円
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１.経済情勢の変化と知財部門の取り組み：会社の状況、取組
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■知的財産部

●知財開発部

●知財渉外グループ

●総務部

●意匠・商標・契約部

●電器・照明知財部

●住建・電子知財部

●情報・制御知財部

●知財リサーチ部

戦略本社機能
（戦略企画）

日々の知財創造
推進機能

■パナソニック電工知的財産センター㈱

専務取締役 棚橋正雄（全社技術部門担当役）

●首都圏知財Ｔ

●知財企画管理グループ

1.経済情勢の変化と知財部門の取り組み：会社の状況、取組

知的財産部門の組織体制 正社員：１００名前後



51.経済情勢の変化と知財部門の取り組み：会社の状況、取組

投
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事業 R&D 知財 人財
～40年～20年～10年～3年～1年

環境
∞

諸活動のバランスを取る
ことが経営活動そのもの

0 10 20 40 

経過年数〔年〕

「事業と知的財産は、その経営の周期が異なる」
シャープ・太田専務

経営の諸活動は、各々の周期が異なる



61.経済情勢の変化と知財部門の取り組み：会社の状況、取組

事業 開発

知財

事業 開発

知財

●現代の経営では対応を
要する事が多すぎる

●時代の変化が早い

●隙間を何処が埋めるのか
→価値を決める

（住友重機械・羽片さんの「精霊」定義）

『三位一体』というけど･･･



71.経済情勢の変化と知財部門の取り組み：会社の状況、取組

Ｃ事業本部Ｃ事業本部

Ｄ研究所Ｄ研究所

Ｅ大学Ｅ大学Ａ事業本部Ａ事業本部

Ｂ事業本部Ｂ事業本部

重要テーマに関しては、
知財部門が全社の開発をコーディネート

知財活動を通した技術思想の共有



81. 経営層への橋渡し

①全社知財戦略 （2005年度)

②本部知財戦略の策定
(2007年度)

③ＩＰ総括責任者会議での報告（１回/年）
（2008年度～）

④事業部長、技術部長クラスとの知財整合会
（１回/期）（2006年度～）

⑤重点テーマの知財壁構築活動



92. 知財人材の育成 （『人材』から『人財』へ）

●虫の目･･･一件､一件の出願を
複眼的に確実に作って
ゆく でも見え方は１次元的

●魚の目･･･３６０ﾟで見る
（知財ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵをｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ）

●鳥の目･･･知財の体系を
現在～将来経営者
の目で見る

(通常の知財活動) 

(戦略的知財活動) 

(中長期経営視点
での知財活動) 

虫の目、魚の目、鳥の目



102. 知財人材の育成 （『人材』から『人財』へ）

Leader Leader 

Manager Manager 

見えない大陸を指させる人: Vision+戦略+方針

なんとしてもやり切れる人: 高い課題+確実な成果

Specialist Specialist 

専門分野を極めた(専門特化した)上で、
経営者(知の統合化を図っている人)に分かる
言葉で伝えられる人: 専門性+経営常識+比喩力

･･･役職グレードに拘わらず
誰でもなれる

･･･主として、役職者

･･･知財担当者、業務担当者

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ア
マ
チ
ュ
ア

Leadership、Management、Specialist
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ルーティン化促
進暗黙知発見

ルーティン方
策の決定

IInternalize：暗黙知化

＝仲間態社会仲間態社会の形成

矛盾の指摘→
止揚の働きかけ

「やってごら
んよ」と促し。

CCombine：結合

＝形式知化による矛盾の発見矛盾の発見と

止揚。新しい創造創造

トップの手助け
（価値観共有前提）

形式知化

主導

EExternalize：表出

＝トップの信念信念、抽象化能力抽象化能力で

共有暗黙知を表に引張り出す

翻訳高い

目標設定
SSocialize:暗黙知の共有

＝非公式非公式な価値観の融合

SECISECIモデル トップ ミドル スタッフ

2. 知財人材の育成 （『人材』から『人財』へ）

問
題
解
決
型
（
具
象
的
思
考
）

問
題
形
成
型
（
抽
象
的
思
考
）

京都大学・宗定教授ＰＰＴより、一部加筆ﾐﾄﾞﾙｱｯﾌﾟ&ﾀﾞｳﾝの本質は？
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ご清聴、ありがとうございました。

年々好年、日々好日


